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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月4日(2008.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データを記録媒体に記録し、前記記録媒体から前記動画像データを再生する記録
再生装置において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報を取得する取得手段と、
　前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグルー
プにグループ分けをするグループ分け手段と、
前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行い、符号化データ
を出力する符号化手段と、
　前記符号化データを、前記記録媒体に記録する記録制御手段と、
前記符号化データを復号する復号順に、前記記録媒体から前記符号化データを読み出す読
み出し制御手段と、
　前記記録媒体から読み出された符号化データを、前記グループ毎に復号する復号手段と
、
　前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる出力制御手段と
　を備える記録再生装置。
【請求項２】
　前記ピクチャを縮小した縮小画像を作成する作成手段をさらに備え、
　前記取得手段は、前記縮小画像を用いて、前記画像情報を取得する
　請求項１に記載の記録再生装置。
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【請求項３】
　複数の前記復号手段を備える
　請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記符号化手段は、MPEG(Moving Picture Expert Group)方式の符号化を行い、
　前記復号手段は、
　　MPEG方式の復号を行い、
　　前記復号の途中で得られるDCT(Discrete Cosine Transform)係数を記録する記録手段
を有し、
　前記出力制御手段は、前記記録手段に記録されたDCT係数を、表示順に、前記ピクチャ
に復号させて出力させる
　請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項５】
　類似する一連のピクチャの集合であるシーンを検出する検出手段をさらに備え、
　前記取得手段は、前記シーンをピクチャの類似するグループにグループ分けをするのに
用いる画像情報を取得し、
　前記グループ分け手段は、前記画像情報に基づいて、類似する１以上のシーンを１のグ
ループとする
　請求項１に記載の記録再生装置。
【請求項６】
　前記符号化手段と異なる方式でピクチャの符号化を行い、符号化データを出力する他の
符号化手段と、
　前記ピクチャの符号化を、前記符号化手段または前記他の符号化手段のうちのいずれで
行うかを、前記シーン単位で選択する選択手段と、
　前記他の符号化手段による符号化により得られた符号化データを復号する他の復号手段
と
　をさらに備え、
　前記グループ分け手段は、前記符号化手段での符号化を選択された前記シーンを対象に
グループ分けを行う
　請求項５に記載の記録再生装置。
【請求項７】
　動画像データを記録媒体に記録し、前記記録媒体から前記動画像データを再生する記録
再生装置の記録再生方法において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報を取得し、
　前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグルー
プにグループ分けをし、
　前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行い、符号化デー
タを出力し、
　前記符号化データを、前記記録媒体に記録し、
　前記符号化データを復号する復号順に、前記記録媒体から前記符号化データを読み出し
、
　前記記録媒体から読み出された符号化データを、前記グループ毎に復号し、
　前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる
　ステップを含む記録再生方法。
【請求項８】
　動画像データを記録媒体に記録する記録装置において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報を取得する取得手段と、
　前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグルー
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プにグループ分けをするグループ分け手段と、
　前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行い、符号化デー
タを出力する符号化手段と、
　前記符号化データを前記記録媒体に記録する記録制御手段と
　を備える記録装置。
【請求項９】
　前記記録媒体に記録された前記符号化データを、動画像データを再生する他の装置に送
信する送信制御手段をさらに備える
　請求項８に記載の記録装置。
【請求項１０】
　動画像データを記録媒体に記録する記録装置の記録方法において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報を取得し、
　前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグルー
プにグループ分けをし、
　前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行い、符号化デー
タを出力し、
　前記符号化データを、前記記録媒体に記録する
　ステップを含む記録方法。
【請求項１１】
　動画像データを再生する再生装置において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグループ
分けをし、
　前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行う
　ことにより得られた符号化データが記録されている記録媒体から、前記符号化データを
復号する復号順に前記符号化データを読み出す読み出し制御手段と、
　前記記録媒体から読み出された符号化データを、前記グループ毎に復号する復号手段と
、
　前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる出力制御手段と
　を備える再生装置。
【請求項１２】
　他の装置から送信されてくる前記符号化データを受信する受信制御手段をさらに備え、
　前記記録媒体には、前記受信制御手段で受信された前記符号化データが記録されている
　請求項１１に記載の再生装置。
【請求項１３】
　動画像データを再生する再生装置の再生方法において、
　動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情
報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグループ
分けをし、
　前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行う
　ことにより得られた符号化データが記録されている記録媒体から、前記符号化データを
復号する復号順に前記符号化データを読み出し、
　前記記録媒体から読み出された符号化データを前記グループ毎に復号し、
　前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる
　ステップを含む再生方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【発明の名称】記録再生装置および記録再生方法、記録装置および記録方法、並びに、再
生装置および再生方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、記録再生装置および記録再生方法、記録装置および記録方法、並びに、再生
装置および再生方法に関し、特に、例えば、動画像データの画像の劣化を抑えつつ、圧縮
率を向上させることができるようにする記録再生装置および記録再生方法、記録装置およ
び記録方法、並びに、再生装置および再生方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第１の側面の記録再生方法は、動画像データを記録媒体に記録し、前記記録媒
体から前記動画像データを再生する記録再生装置の記録再生方法において、動画像を構成
するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情報を取得し、前
記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループに
グループ分けをし、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を
行い、符号化データを出力し、前記符号化データを、前記記録媒体に記録し、前記符号化
データを復号する復号順に、前記記録媒体から前記符号化データを読み出し、前記記録媒
体から読み出された符号化データを、前記グループ毎に復号し、前記グループ毎の復号に
よって得られるピクチャを表示順に出力させるステップを含む。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　以上のような第１の側面の記録再生装置、または記録再生方法においては、動画像を構
成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情報が取得され
、前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグルー
プにグループ分けがされる。さらに、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチ
ャの予測符号化が行われ、その結果得られる符号化データが、前記記録媒体に記録される
。一方、前記符号化データを復号する復号順に、前記記録媒体から前記符号化データが読
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み出され、前記記録媒体から読み出された符号化データが、前記グループ毎に復号されて
、前記グループ毎の復号によって得られるピクチャが表示順に出力させる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　第２の側面の記録方法は、動画像データを記録媒体に記録する記録装置の記録方法にお
いて、動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画
像情報を取得し、前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピ
クチャのグループにグループ分けをし、前記グループ毎に、前記グループを構成するピク
チャの予測符号化を行い、符号化データを出力し、前記符号化データを、前記記録媒体に
記録するステップを含む。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　以上のような第２の側面の記録装置、または記録方法においては、動画像を構成するピ
クチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情報が取得され、前記画
像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグル
ープ分けがされる。そして、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測
符号化が行われ、その結果得られる符号化データが、前記記録媒体に記録される。
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【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明の第３の側面の再生方法は、動画像データを再生する再生装置の再生方法におい
て、動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像
情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグルー
プ分けをし、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行うこ
とにより得られた符号化データが記録されている記録媒体から、前記符号化データを復号
する復号順に前記符号化データを読み出し、前記記録媒体から読み出された符号化データ
を前記グループ毎に復号し、前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に
出力させるステップを含む。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　以上のような第３の側面の再生装置、または再生方法においては、記録媒体から、符号
化データを復号する復号順に前記符号化データが読み出され、前記記録媒体から読み出さ
れた符号化データがグループ毎に復号され、前記グループ毎の復号によって得られるピク
チャが表示順に出力される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の第１の側面の記録再生方法は、動画像データを記録媒体に記録し、前記記録媒
体から前記動画像データを再生する記録再生装置の記録再生方法において、動画像を構成
するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像情報を取得し(例
えば、図１１のステップS１２)、前記画像情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチ
ャを類似するピクチャのグループにグループ分けをし(例えば、図１１のステップS１３)
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、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行い、符号化デー
タを出力し(例えば、図１１のステップS１４)、前記符号化データを、前記記録媒体に記
録し(例えば、図１１のステップS１５)、前記符号化データを復号する復号順に、前記記
録媒体から前記符号化データを読み出し(例えば、図１７のステップS８１)、前記記録媒
体から読み出された符号化データを、前記グループ毎に復号し(例えば、図１７のステッ
プS８２)、前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる(例え
ば、図１７のステップS８４)ステップを含む。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　第２の側面の記録方法は、動画像データを記録媒体に記録する記録装置の記録方法にお
いて、動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画
像情報を取得し(例えば、図１１のステップS１２)、前記画像情報に基づいて、前記動画
像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグループ分けをし(例えば、図１
１のステップS１３)、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化
を行い、符号化データを出力し(例えば、図１１のステップS１４)、前記符号化データを
、前記記録媒体に記録する(例えば、図１１のステップS１５)ステップを含む。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本発明の第３の側面の再生方法は、動画像データを再生する再生装置の再生方法におい
て、動画像を構成するピクチャを類似するグループにグループ分けをするのに用いる画像
情報に基づいて、前記動画像を構成するピクチャを類似するピクチャのグループにグルー
プ分けをし、前記グループ毎に、前記グループを構成するピクチャの予測符号化を行うこ
とにより得られた符号化データが記録されている記録媒体から、前記符号化データを復号
する復号順に前記符号化データを読み出し(例えば、図１７のステップS８１)、前記記録
媒体から読み出された符号化データを前記グループ毎に復号し(例えば、図１７のステッ
プS８２)、前記グループ毎の復号によって得られるピクチャを表示順に出力させる(例え
ば、図１７のステップS８４)ステップを含む。
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